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(57)【要約】
【課題】機密情報を非表示状態にできる液晶表示装置を
提供する。
【解決手段】第１の電極が設けられた第１の基板と，第
２の電極が設けられた第２の基板と，第１及び第２の基
板間に形成され、書き込み状態に応じて所定の波長の光
を反射または透過して画像を表示する第１の液晶層とを
有する表示パネルと，表示パネルに積層され，第３の電
極が設けられた第３の基板と，第４の電極が設けられた
第４の基板と，第３及び第４の基板間に形成され書き込
み状態に応じて前記所定の波長の光を反射または透過す
る第２の液晶層とを有するフィルタパネルと,表示パネ
ル及びフィルタパネルのうち外光側から最も遠い基板側
に設けられた光吸収層とを有し，表示パネルの前記画素
が形成された表示領域の少なくとも一部領域に前記フィ
ルタパネルの第２の液晶層が重なるように構成され，さ
らに，第３，第４の電極間に電圧を印加するフィルタ駆
動回路と，フィルタ駆動回路にフィルタ用電圧を供給す
るフィルタ電圧回路とを有する液晶表示装置である。
【選択図】　　図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の電極が設けられた第１の基板と，第２の電極が設けられた第２の基板と，前記第
１及び第２の基板間に形成され、書き込み状態に応じて所定の波長の光を反射または透過
して画像を表示する第１の液晶層とを有する表示パネルと，
　前記表示パネルに積層され，第３の電極が設けられた第３の基板と，第４の電極が設け
られた第４の基板と，前記第３及び第４の基板間に形成され書き込み状態に応じて前記所
定の波長の光を反射または透過する第２の液晶層とを有するフィルタパネルと,
　前記表示パネル及びフィルタパネルのうち外光側から最も遠い基板側に設けられた光吸
収層とを有し，
　前記表示パネルの前記画素が形成された表示領域の少なくとも一部領域に前記フィルタ
パネルの第２の液晶層が重なるように構成され，
　さらに，前記第３，第４の電極間に電圧を印加するフィルタ駆動回路と，
　前記フィルタ駆動回路にフィルタ用電圧を供給するフィルタ電圧回路とを有することを
特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　請求項１において，
　第１，第２，第３の色の波長の光をそれぞれ反射または透過する第１，第２，第３の前
記表示パネルが積層され，
　前記光吸収層が前記第１，第２及び第３の表示パネル, および前記フィルタパネルのう
ち最下層の表示パネルの第２の基板側に設けられ，
　前記フィルタパネルは，前記第１，第２または第３の色の波長の光のいずれかを反射ま
たは透過することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項３】
　請求項２において，
　機密情報が前記フィルタパネルと同じ波長の光を反射または透過する第１，第２または
第３の表示パネルに書き込まれ，前記フィルタパネルを反射状態にして前記機密情報の表
示が隠蔽され，前記フィルタパネルを透過状態にして前記機密情報の表示が行われること
を特徴とする液晶表示装置。
【請求項４】
　請求項１において，
　第１，第２，第３の色の波長の光をそれぞれ反射または透過する第１，第２，第３の前
記表示パネルが積層され，
　第１，第２，第３の色の波長の光をそれぞれ反射または透過する第１，第２，第３の前
記フィルタパネルが積層されていることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項５】
　請求項４において，
　前記第１，第２，第３の表示パネルのいずれか１つ，２つまたは３つに機密情報が書き
込まれ，
　第１，第２，第３のフィルタパネルのいずれか１つ，２つまたは３つが反射状態にされ
て前記機密情報の表示が隠蔽されることを特徴とする液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は，液晶表示装置に関し，特に，電子ペーパとしての実用化が期待されている液
晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子ペーパは，電子ブック，モバイル端末機器のサブディスプレイ，ＩＣカードの表示
部等，多くの携帯機器への適用が提案されている。電子ペーパの有力な表示装置の一つに
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，コレステリック相が形成される液晶組成物（コレステリック液晶，あるいはカイラルネ
マティク液晶と称される。本明細書においてはコレステリック液晶に統一する。）を用い
た表示装置がある。コレステリック液晶は，半永久的な表示保持特性（メモリ性），鮮や
かなカラー表示特性，高コントラスト特性，および高解像度特性等の優れた特徴を有して
いる。
【０００３】
　図1は，コレステリック液晶を用いたフルカラー表示可能な液晶表示装置の断面構成を
示す図である。液晶表示装置１は，ユーザ３側の表示面から順に，青色表示部１０と，緑
色表示部１１と，赤色表示部１２とが積層された構造を有している。図中，上方の基板側
が表示面であり，外光２は基板上方から表示面に向かって入射するようになっている。
【０００４】
　青色表示部１０は，一対の上下基板１０Ａ，１０Ｂ間に封入された青色用液晶層１０Ｌ
Ｃと，青用液晶層１０ＬＣに所定のパルス電圧を印加するパルス電圧源１０Ｐとを有して
いる。緑色表示部１１は，一対の上下基板１１Ａ，１１Ｂ間に封入された緑色用液晶層１
１ＬＣと，緑色用液晶層１１ＬＣに所定のパルス電圧を印加するパルス電圧源１１Ｐとを
有している。赤色表示部１２は，一対の上下基板間１２Ａ，１２Ｂに封入された赤色用液
晶層１２ＬＣと，赤色用液晶層１２ＬＣに所定のパルス電圧を印加するパルス電圧源１２
Ｐとを有している。そして，赤色表示部１２の下基板１２Ｂの裏面には光吸収層１３が配
置されている。
【０００５】
　各青，緑，赤用液晶層１０ＬＣ，１１ＬＣ，１２ＬＣに用いられているコレステリック
液晶は，ネマティック液晶にキラル性の添加剤（カイラル材ともいう）を数十ｗｔ％の含
有率で比較的大量に添加した液晶混合物である。ネマティック液晶にカイラル材を比較的
大量に含有させると，ネマティック液晶分子を強く螺旋状に捻ったコレステリック相を形
成することができる。このためコレステリック液晶はカイラルネマティック液晶とも称さ
れる。
【０００６】
　コレステリック液晶は双安定性（メモリ性）を備えており，液晶に印加する電界強度の
調節によりプレーナ状態（反射状態），フォーカルコニック状態（透過状態），またはそ
れらの混合による中間的な状態のいずれかの状態をとることができる。そして，コレステ
リック液晶は，一旦プレーナ状態，フォーカルコニック状態，またはそれらの中間的な状
態になると，その後電界がなくなっても安定してその状態を保持する。
【０００７】
　プレーナ状態は，例えば，上下基板間に所定の高電圧を印加して液晶層に強電界を与え
，液晶をホメオトロピック状態にした後，急激に電界をゼロにすることにより得られる。
また，フォーカルコニック状態は，例えば，上記高電圧より低い所定電圧を上下基板間に
印加して液晶層に電界を与えた後，急激に電界をゼロにすることにより得られる。あるい
は，フォーカルコニック状態は，プレーナ状態から徐々に電圧を加えることでも得ること
ができる。そして，プレーナ状態とフォーカルコニック状態の中間的な状態は，例えば，
フォーカルコニック状態が得られる電圧よりも低い電圧を上下基板間に印加して液晶層に
電界を与えた後，急激に電界をゼロにすることにより得られる。
【０００８】
　図２は，コレステリック液晶を用いた液晶表示装置の表示原理を示す図である。図２で
は，青色表示部を例に説明する。図２（ａ）は，青色表示部１０の青色用液晶層１０ＬＣ
がプレーナ状態でのコレステリック液晶の液晶分子ＬＣの配向状態を示している。図２（
ａ）に示すように，プレーナ状態での液晶分子ＬＣは，基板厚方向に順次回転して螺旋構
造を形成し，螺旋構造の螺旋軸は基板面にほぼ垂直になる。
【０００９】
　プレーナ状態では，液晶分子の螺旋ピッチに応じた所定波長の光が選択的に液晶層で反
射される。液晶層の平均屈折率をｎとし，螺旋ピッチをｐとすると，反射が最大となる波
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長λは，λ＝ｎ・ｐで示される。従って，例えばλ＝４８０ｎｍとなるように平均屈折率
ｎ及び螺旋ピッチｐを決めと，青色表示部１０の青色用液晶層１０ＬＣは，プレーナ状態
時に青色の光を選択的に反射させる。平均屈折率ｎは液晶材料及びカイラル材を選択する
ことで調整でき，螺旋ピッチｐはカイラル材の含有率を調整することにより調節すること
ができる。
【００１０】
　図２（ｂ）は，青色表示部１０の青色用液晶層ＬＣがフォーカルコニック状態における
コレステリック液晶の液晶分子の配向状態を示している。図２（ｂ）に示すように，フォ
ーカルコニック状態での液晶分子は，基板面内方向に順次回転して螺旋構造を形成し，螺
旋構造の螺旋軸は基板面にほぼ平行になる。フォーカルコニック状態では，青色用液晶層
１０ＬＣに反射波長の選択性は失われ入射光２の殆どが透過する。そして，透過光は赤色
表示部１２の下基板１２Ｂの裏面に配置された光吸収層１３で吸収されるので，暗色（黒
色）表示になる。
【００１１】
　プレーナ状態とフォーカルコニック状態の中間の状態では，その状態に応じて反射光と
透過光の割合を調整できるので，反射光の強度を可変できる。このように，コレステリッ
ク液晶では，螺旋状に捻られた液晶分子の配向状態で光の反射量を制御することができる
。
【００１２】
　上記の青色用液晶層と同様に，緑色用液晶層及び赤色用液晶層に，プレーナ状態時に緑
または赤の光を選択的に反射させるコレステリック液晶をそれぞれ封入すると，フルカラ
ー表示の液晶表示装置が実現できる。
【００１３】
　図３は，各液晶層１０ＬＣ，１１ＬＣ，１２ＬＣのプレーナ状態での反射スペクトルの
一例を示している。横軸は，反射光の波長（ｎｍ）を表し，縦軸は，反射率（白色板比；
％）を表している。Ｂ用液晶層１０ＬＣ，Ｇ用液晶層１１ＬＣ，Ｒ用液晶層１２ＬＣでの
反射スペクトルが図示されている。図３に示すように，各液晶層１０ＬＣ，１１ＬＣ，１
２ＬＣのプレーナ状態での反射スペクトルの中心波長は，Ｂ，Ｇ，Ｒの順に長くなるので
，コレステリック液晶の螺旋ピッチは，液晶層１０ＬＣ，１１ＬＣ，１２ＬＣの順に長く
なる。このため，液晶層１０ＬＣ，１１ＬＣ，１２ＬＣのコレステリック液晶のカイラル
材の含有率は，液晶層１０ＬＣ，１１ＬＣ，１２ＬＣの順に低くする必要がある。
【００１４】
　一般に，反射波長が短くなるほど液晶分子を強く捻って螺旋ピッチを短くする必要があ
るので，コレステリック液晶中のカイラル材の含有率は高くなる。また，一般に，カイラ
ル材の含有率が高くなるほど駆動電圧が高くなる傾向がある。また，反射帯域幅Δλはコ
レステリック液晶の屈折率異方性Δｎが大きくなるに従って大きくなる。
【００１５】
　一般に，電子ペーパはメモリ性を持つので，電源オフにしても半永久的に表示状態を維
持するようになっている。そのため，機密情報を表示するとその機密情報が表示されたま
まになり，セキュリティの観点から好ましくない場合がある。これはコレステリック液晶
を用いた液晶表示装置の場合にもあてはまる。
【００１６】
　電子ペーパにおいて，表示された情報のセキュリティ性を高める方法が，以下の特許文
献１に記載されている。特許文献１に記載された電子ペーパは，透明電極間に光導電層を
設け，光パターンを照射した後に光導電層に電圧を印加すると光パターンが照射されたと
ころが反射状態になり，光照射領域の画像を表示する。つまり，複写機の印刷用紙に代わ
る電子ペーパである。
【００１７】
　そして，特許文献１の電子ペーパでは，通常の光照射領域の画像を表示する第１の画像
表示層の表示側に，別の画像を表示する第２の画像表示層を積層し，第２の画像表示層に
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別の画像を表示している時は，第１の画像表示層の表示画像が視認できなくなり，第２の
画像表示層を透過状態にしている時には，第１の画像表示層の表示画像が視認できるよう
になる。第１の画像表示層に機密情報を表示しても，第２の画像表示層を透過状態にしな
ければその機密情報が視認できなくなり，機密情報を表示するためには第２の画像表示層
を透過状態にすればよい。
【特許文献１】特開２００４－３５４６６１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１８】
　しかしながら，特許文献１に記載された電子ペーパは，第１，第２の画像表示層を積層
して，両画像表示層に画像を書き込み表示できる情報量を増大させている。よって，両方
の画像表示層に画像書き込みができるようになっていて，構成が複雑である。
【００１９】
　そこで，本発明の目的は，簡単な構成で表示画像の機密性を高くすることができる液晶
表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００２０】
　上記の目的を達成するために，本発明の第１の側面によれば，第１の電極が設けられた
第１の基板と，第２の電極が設けられた第２の基板と，前記第１及び第２の基板間に形成
され、書き込み状態に応じて所定の波長の光を反射または透過して画像を表示する第１の
液晶層とを有する表示パネルと，前記表示パネルに積層され，第３の電極が設けられた第
３の基板と，第４の電極が設けられた第４の基板と，前記第３及び第４の基板間に形成さ
れ書き込み状態に応じて前記所定の波長の光を反射または透過する第２の液晶層とを有す
るフィルタパネルと,
　前記表示パネル及びフィルタパネルのうち外光側から最も遠い基板側に設けられた光吸
収層とを有し，前記表示パネルの前記画素が形成された表示領域の少なくとも一部領域に
前記フィルタパネルの第２の液晶層が重なるように構成され，さらに，前記第３，第４の
電極間に電圧を印加するフィルタ駆動回路と，前記フィルタ駆動回路にフィルタ用電圧を
供給するフィルタ電圧回路とを有することを特徴とする液晶表示装置である。
【００２１】
　上記の第１の側面において，好ましい態様によれば，第１，第２，第３の色の波長の光
をそれぞれ反射または透過する第１，第２，第３の前記表示パネルが積層され，前記光吸
収層が前記第１，第２及び第３の表示パネル，および前記フィルタパネルのうち最下層の
表示パネルの第２の基板側に設けられ，前記フィルタパネルは，前記第１，第２または第
３の色の波長の光のいずれかを反射または透過することを特徴とする液晶表示装置である
。
【００２２】
　上記の第１の側面において，好ましい態様によれば，機密情報が前記フィルタパネルと
同じ波長の光を反射または透過する第１，第２または第３の表示パネルに書き込まれ，前
記フィルタパネルを反射状態にして前記機密情報の表示が隠蔽され，前記フィルタパネル
を透過状態にして前記機密情報の表示が行われることを特徴とする液晶表示装置である。
【００２３】
　この好ましい態様によれば，機密情報と非機密情報とを混在させて表示し，機密情報の
みを非表示状態にすることができる。
【００２４】
　上記の第１の側面において，好ましい態様によれば，第１，第２，第３の色の波長の光
をそれぞれ反射または透過する第１，第２，第３の前記表示パネルが積層され，第１，第
２，第３の色の波長の光をそれぞれ反射または透過する第１，第２，第３の前記フィルタ
パネルが積層されていることを特徴とする液晶表示装置である。
【００２５】
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　上記の第１の側面において，好ましい態様によれば，前記第１，第２，第３の表示パネ
ルのいずれか１つ，２つまたは３つに機密情報が書き込まれ，前記第１，第２，第３のフ
ィルタパネルのいずれか１つ，２つまたは３つが反射状態にされて前記機密情報の表示が
隠蔽されることを特徴とする液晶表示装置である。
【００２６】
　この好ましい態様によれば，機密情報と非機密情報とを混在させて表示し，機密情報の
みを非表示状態にすることができる。
【発明の効果】
【００２７】
　本発明によれば，表示パネルに簡単な構成のフィルタパネルを積層することで，表示パ
ネルに表示される機密情報を視認可能状態と視認不能状態とに切り換えることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２８】
　以下，図面にしたがって本発明の実施の形態について説明する。但し，本発明の技術的
範囲はこれらの実施の形態に限定されず，特許請求の範囲に記載された事項とその均等物
まで及ぶものである。
【００２９】
　本発明は，コレステリック液晶材料以外に，電子粉流体や電気泳動などを利用した同様
の表示装置に適用可能である。以下，表示装置の一例として，青（Ｂ），緑（Ｇ），およ
び赤（Ｒ）用コレステリック液晶を用いた液晶表示装置および電子ペーパについて説明す
る。
【００３０】
　〔第１の実施の形態〕
　図４は，第１の実施の形態における表示装置の断面図である。緑（Ｇ）用コレステリッ
ク液晶を用いた液晶表示装置を例にして説明する。この表示装置は，Ｇ色表示パネル１１
の上（表示面側）にＧ色フィルタパネル１４が積層されている。Ｇ色表示パネル１１は，
ストライプ状にパターニングされた複数の透明電極１１Ｅをそれぞれ有し対向配置された
一対の透明基板１１Ａ，１１Ｂと，両基板間の透明電極１１Ｅの間に封止されたＧ用液晶
層１１ＬＣとを有する。Ｇ用液晶層１１ＬＣは，緑色の光の波長を選択的に反射または透
過するように平均屈折率ｎや螺旋ピッチｐが調整されたＧ用コレステリック液晶からなる
。両基板１１Ａ，１１Ｂの透明電極１１Ｅは互いに直交するように配置され，交差する位
置が画素を構成する。
【００３１】
　後で詳述するとおり，両透明電極１１Ｅ間に高い電圧を印加した後に電界ゼロにするこ
とで画素を反射状態（緑表示）にすることができ，低い電圧を印加した後に電界ゼロにす
ることで画素を透過状態（黒表示）にすることができる。
【００３２】
　一方，Ｇ色フィルタパネル１４は，表示パネル１１の表示面側（上側）に接着層１５を
介して積層されている。Ｇ色表示パネル１１とＧ色フィルタパネル１４は上下逆でも良い
。フィルタパネル１４は，全面に透明電極１４Ｅを有し，対向配置された一対の上下基板
１４Ａ，１４Ｂと，両基板の透明電極１４Ｅ間に封止されたフィルタ用液晶層１４ＬＣと
を有する。このフィルタ用液晶層１４ＬＣは，Ｇ用液晶層１１ＬＣと螺旋の向き，ピッチ
がほぼ同一の液晶であり，好ましくは同一の液晶材料である。この両透明電極１４Ｅ間に
高い電圧を印加した後に電界ゼロにすることで，フィルタ用液晶層１４ＬＣを反射状態に
することができ，低い電圧を印加した後に電界ゼロにすることでフィルタ用液晶層１４Ｌ
Ｃを透過状態にすることができる。
【００３３】
　また，表示側から一番遠い透明基板１１Ｂのどちらかの面に可視光吸収層１３が設けら
れる。本実施例では，外面に可視光吸収層が設けられている。なお，透明基板１１Ｂ自体
を着色しても良い。
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【００３４】
　表示パネル１１では，従来と同様に各画素の液晶層１１ＬＣを反射状態（緑表示）また
は透過状態（黒表示）にして，所望の画像を書き込み表示することができる。さらに，フ
ィルタパネル１４を反射状態にすると表示側からは全面緑色になり，表示パネル１１に書
き込まれた画像を視認することができなくなる。これにより，機密情報である画像を隠蔽
することができる。フィルタパネル１４を透過状態にすると，表示パネル１１に書き込ま
れた黒地に緑の画像または緑地に黒の画像を表示することができる。つまり，フィルタパ
ネル１４の液晶層１４ＬＣを透過状態にすると通常表示状態になり，反射状態にすると機
密情報隠蔽状態になる。
【００３５】
　Ｇ用液晶層１１ＣＬ及びフィルタ用液晶層１４ＬＣを構成する液晶組成物は，ネマティ
ック液晶混合物にカイラル材を10～40wt％添加したコレステリック液晶である。このカイ
ラル材の添加率はネマティック液晶成分とカイラル材との合計量を100wt％としたときの
値である。ネマティック液晶としては従来公知の各種のものを用いることができるが，コ
レステリック液晶組成物としての誘電率異方性Δεが２０≦Δε≦５０であることが好ま
しい。誘電率異方性Δεが20以上であれば，使用可能なカイラル材の選択範囲は広くなる
。また，誘電率異方性Δεが上記範囲より低すぎると，液晶層の駆動電圧が高くなってし
まう。一方，誘電率異方性Δεが上記範囲より高すぎると，液晶表示素子としての安定性
や信頼性が低下して画像欠陥や画像ノイズが発生し易くなる。
【００３６】
　コレステリック液晶の屈折率異方性Δｎは，画質を支配する重要な物性である。この屈
折率異方性Δｎの値は，０．１８≦Δｎ≦０．２４であることが好ましい。屈折率異方性
Δｎがこの範囲より小さいと，プレーナ状態での各液晶層の反射率が低くなるので明るさ
が不足した暗い表示となる。一方，屈折率異方性Δｎが上記範囲より大きいと，液晶層は
フォーカルコニック状態での散乱反射が大きくなるので，表示画面の色純度及びコントラ
ストが不足してぼやけた表示になる。さらに，屈折率異方性Δｎが上記範囲より大きいと
粘度が高くなるので，コレステリック液晶の応答速度は低下する。
【００３７】
　コレステリック液晶の比抵抗ρの値は，１０１０≦ρ≦１０１３（Ω・ｃｍ）であるこ
とが好ましい。また，コレステリック液晶の粘性は低い方が低温時の電圧上昇やコントラ
スト低下を抑制できるので好ましい。
【００３８】
　基板１１Ａ，１１Ｂ，１４Ａ，１４Ｂは，透光性を有することが必要である。本実施の
形態では２枚のガラス基板を２組用いている。また，ガラス基板に代えてポリカーボネー
ト（ＰＣ）やポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）等のフィルム基板を使用することも
できる。本実施の形態では，上基板及び下基板はいずれも透光性を有しているが，最下層
に配置される表示パネル１１の下の基板１１Ｂは不透光性であってもよい。
【００３９】
　Ｇ表示パネル１１の上基板１１Ａには，ストライプ状の複数のデータ電極１１Ｅが並列
して形成されている。また，下基板側１１Ｂには，データ電極と直交するストライプ状の
複数の走査電極１１Ｅが並列して形成されている。本実施の形態では，複数の走査電極及
び複数のデータ電極は，インジウム錫酸化物（Ｉｎｄｉｕｍ　Ｔｉｎ　Ｏｘｉｄｅ；ＩＴ
Ｏ）からなるストライプ状の透明電極からなる。両電極の形成材料としては，例えばＩＴ
Ｏ以外に，インジウム亜鉛酸化物（Ｉｎｄｉｕｍ　Ｚｉｃ　Ｏｘｉｄｅ；ＩＺＯ）等の透
明導電膜やアモルファスシリコン等の光導電性膜等を用いることができる。
【００４０】
　両電極１１Ｅ上には機能膜として，それぞれ絶縁性薄膜や液晶分子の配向安定化膜（い
ずれも図示せず）がコーティングされていることが好ましい。絶縁性薄膜は，電極間の短
絡を防止したり，ガスバリア層として液晶表示素子の信頼性を向上させたりする機能を有
している。また，配向安定化膜には，ポリイミド樹脂やアクリル樹脂等を用いることがで



(8) JP 2009-25439 A 2009.2.5

10

20

30

40

50

きる。本実施の形態では，例えば電極上のそれぞれの基板全面には，配向安定化膜が塗布
（コーティング）されている。配向安定化膜は絶縁性薄膜と兼用されてもよい。
【００４１】
　上下基板１１Ａ，１１Ｂ，１４Ａ，１４Ｂの外周囲に塗布されたシール材（図示せず）
により液晶層１１ＬＣ，１４ＬＣが両基板間に封入されている。また，液晶層の厚さ（セ
ルギャップ）は均一に保持する必要があり，所定のセルギャップを維持するには，樹脂製
又は無機酸化物製の球状スペーサを液晶層内に散布したり，表面に熱可塑性の樹脂がコー
ティングされた柱状スペーサを液晶層内に複数形成したりする。本実施の形態の液晶表示
素子においても，液晶層内にスペーサ（図示せず）が挿入されて約4μmのセルギャップが
均一に保持されている。液晶層のセルギャップｄは，３μｍ≦ｄ≦６μｍの範囲であるこ
とが好ましい。
【００４２】
　図５は，本実施の形態における表示パネルの駆動ユニットの構成図である。表示パネル
１１の一方の基板には，複数の走査電極を個別に駆動する走査電極用ドライバＩＣが実装
された走査電極駆動回路３１が接続されている。また，他方の基板には，複数のデータ電
極を個別に駆動するデータ電極用ドライバＩＣが実装されたデータ電極駆動回路３０が接
続されている。
【００４３】
　さらに，表示パネルの駆動ユニットは，３～５Ｖの電源電圧を昇圧する昇圧部４０と，
昇圧部４０からの昇圧電圧を抵抗分割などにより複数の電圧を生成するドライブ電圧発生
回路４２と，ドライブ電圧発生回路４２が生成した電圧を一定値に制御する電圧レギレー
タ４４とを有し，電圧レギレータ４４が生成した複数の電圧，例えば，３２Ｖ，２８Ｖ，
２４Ｖ，８Ｖ，４Ｖ，０Ｖが駆動回路３０，３１に供給される。
【００４４】
　駆動回路３０，３１は，スキャンタイミングに同期して走査パルス信号Ｖｓを生成する
走査電極駆動回路として動作するスキャンモードと，書き込みデータに応じてデータパル
ス信号Ｖｄを生成するデータ電極駆動回路として動作するデータモードとに切換可能であ
る。
【００４５】
　これらの駆動回路３０，３１を制御する駆動制御回路５０は，駆動回路３１，３０にス
キャン／データモード信号６１Ａ，６１Ｂ（インバータ５４で反転）を供給して，スキャ
ンモードまたはデータモードのいずれかに切り換える。すなわち，走査電極駆動回路３１
がスキャンモード，データ電極駆動回路３０がデータモードに制御されると縦方向スキャ
ンになり，走査電極駆動回路３１がデータモード，データ電極駆動回路３０がスキャンモ
ードに制御されると横方向スキャンになる。
【００４６】
　ドライバ制御回路５０は，上記モード信号６１以外に，書き込みデータの取り込みタイ
ミングを示すデータ取り込みクロック６２と，駆動パルスの反転，非反転を指示するパル
ス極性制御信号６３と，書き換え制御の開始を示すフレーム開始信号６４と，スキャンの
シフトタイミングを制御するデータラッチ／スキャンシフト信号６５と，ドライバ出力を
オフにするドライバ出力オフ信号６６とを，駆動回路３０，３１に供給する。また，ドラ
イバ制御回路５０は，表示データ６８を，データモードに切り換えられた駆動回路３０，
３１に供給する。
【００４７】
　画像データメモリ４６には，少なくとも１フレーム分の画像データが格納される。そし
て，ドライバ制御回路５０内のデータ変換回路５２は，画像データメモリ４６から画素毎
の画像データを読み出し，データモードに制御された駆動回路３０または３１に供給する
駆動画像データに変換する。データモードの駆動回路３０，３１は，この駆動画像データ
に応じて電極を駆動する。
【００４８】
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　後で詳述するデータ電極の駆動とスキャン電極の駆動とにより，表示パネル１１には所
望の画像を書き込み表示することができる。
【００４９】
　図５の表示パネル１１とドライバ回路３１，３０とからなる表示ユニットは，それ以外
の駆動回路群から着脱可能に構成されても良い。つまり，駆動回路群により表示ユニット
１１に所望の画像を書き込んだ後は，駆動回路群を切り離して表示ユニット１１のみを持
ち運びすることができる。
【００５０】
　図６は，本実施の形態におけるフィルタパネルの駆動ユニットの構成図である。フィル
タパネル１４には，図４で示したとおり，パネル全体を占めるベタの透明電極が上下の基
板１４Ａ，１４Ｂに設けられ，その透明電極間にコレステリック液晶層が設けられている
。そして，駆動ユニットは，これらの透明電極を駆動するドライバ回路７８と，そのドラ
イバ回路７８を制御するフィルタドライブ制御回路８０と，電池などのバッテリ７０と，
バッテリ電圧を昇圧する昇圧部７２と，昇圧部７２が生成した電圧を抵抗分割などするこ
とにより高低の駆動電圧を生成するフィルタ駆動電圧発生回路７４と，フィルタ駆動電圧
発生回路７４が生成した駆動電圧を一定に保ってドライバ回路７８に供給する電圧レギレ
ータ７６とを有する。
【００５１】
　フィルタドライブ制御回路８０には，ＯＮ／ＯＦＦ切換信号８６が供給され，その信号
に応じて電圧切換信号８２がドライバ回路７８に供給される。また，フィルタドライブ制
御回路８０は，ドライバ出力のＯＮ／ＯＦＦ制御する信号８４をドライバ回路７８に供給
する。
【００５２】
　後述するとおり，フィルタパネル１の透明電極間に高い電圧を印加しその直後に電圧を
オフにすると，コレステリック液晶層がプレーナ状態（反射状態）になり，表示パネル１
１に表示された画像が認識不能になる。また，フィルタパネル１の透明電極間に低い電圧
を印加しその直後に電圧をオフにすると，コレステリック液晶層がフォーカルコニック状
態（透過状態）になり，表示パネル１１に表示された画像が認識可能になる。
【００５３】
　そこで，電圧レギレータ７６は，高い電圧と低い電圧を生成し，フィルタドライバ制御
回路８０は，電圧切換信号８２により駆動電圧を低い電圧にして表示装置を画像出力状態
（画像認識可能状態）にし，駆動電圧を高い電圧にして表示装置を画像不出力状態（認識
不能状態）にする。この画像出力のＯＮとＯＦＦは，ＯＮ／ＯＦＦ切換信号８６に応じて
制御される。
【００５４】
　表示装置に備えたスイッチ，あるいは，表示装置の外部に設けられたタイマや光センサ
などからの切換信号に応答して，ＯＮ／ＯＦＦ切換信号８６がフィルタドライブ制御回路
８０に入力されると，フィルタドライブ制御回路８０がドライバ回路７８を制御して，フ
ィルタパネル１４へ所定の駆動電圧を所定時間印加させる。それにより，フィルタパネル
の液晶層を透明状態から反射状態，または，反射状態から透明状態へ切り替えることがで
きる。フィルタパネルの液晶層全面を反射状態とすると，フィルタ液晶層と表示Ｇ用液晶
層の反射特性がほぼ同じため，Ｇ色表示部の表示画像を外光側から見えなくすることがで
きる。
【００５５】
　さらに，認証回路８８を設けて，外部からの認証データ９０を認証し，認証された時に
画像出力状態にし，認証されない時は画像不出力状態を維持するようにしてもよい。これ
により，認証されたユーザに対してのみ機密情報を表示することができる。
【００５６】
　また，本実施の形態では，Ｇ色フィルタパネルの駆動用電源７０を，Ｇ色表示パネルの
駆動用電源（図５の昇圧部４０の入力電圧３～５Ｖ）と独立させている。このとき，Ｇ色
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表示パネル１１については何ら特別な操作を必要としないため，Ｇ色表示パネル１１を駆
動するための駆動回路や電源がＯＦＦ状態あるいは表示パネル１１から切り離された状態
でも，表示装置の表示／非表示を簡単に切り替えることができる。
【００５７】
　さらに，フィルタ用液晶層の透過／反射状態を切り替えるスイッチを付けることにより
，使用者の意思で表示／非表示を簡便に切り替える表示装置を実現できる。さらに，フィ
ルタパネル駆動制御回路８０は，公知の無線技術等を用いて，表示装置の外部から駆動さ
せることができる。従って，表示装置および/または使用者を認識する公知の手法，例え
ば，ＩＤやパスワード，ＲＦＩＤなど，を用いると，特定の場所のみ，あるいは特定の使
用者や表示装置のみ，情報を開示するよう外部からコントロールすることができる。
【００５８】
　図６において，フィルタパネル１４の駆動回路群は，表示パネル１１をその駆動回路群
から切り離した後も，接続状態を維持することが望ましい。それにより，表示装置を持ち
出した状態で，機密情報の非表示状態に切り換えることができる。
【００５９】
　次に，表示パネル１１とフィルタパネル１４の駆動方法について説明する。
【００６０】
　図７は，本実施の形態におけるコレステリック液晶の電圧－反射率特性の一例を示す図
である。横軸はコレステリック液晶に印加される電圧値（Ｖ）を表し，縦軸はコレステリ
ック液晶の反射率（％）を表している。図中の実線Ｐは，初期状態がプレーナ状態（反射
率大）における電圧－反射率特性を示し，破線の曲線ＦＣは，初期状態がフォーカルコニ
ック状態（反射率小）における電圧－反射率特性を示している。
【００６１】
　フォーカルコニック状態（反射率小の透明状態）からプレーナ状態（反射率大の反射状
態）へ切り替える場合は，コレステリック液晶に所定の高電圧ＶＰ１００（例えば，３２
Ｖ）を数msから数十msの間印加する。強い電界が生じると，液晶分子の螺旋構造は完全に
ほどけ，全ての液晶分子が電界の向きに従うホメオトロピック状態になる。次に，液晶印
加電圧ＶＰ１００を急激にほぼゼロまで下げると，液晶分子は螺旋軸が両電極に対してほ
ぼ垂直な方向に向く螺旋状態になり，螺旋ピッチに応じた光を選択的に反射するプレーナ
状態になる。
【００６２】
　一方，プレーナ状態（反射率大の反射状態）からフォーカルコニック状態（反射率小の
透明状態）へ切り替える場合は，コレステリック液晶に高電圧ＶＰ１００より低い所定の
電圧ＶＦ１００（例えば，２４Ｖ，図中ＶＦ１００ａ～ＶＦ１００ｂの間）を数msから数
十msの間印加した後，液晶印加電圧ＶＦ１００を急激にほぼゼロまで下げる。液晶分子は
螺旋軸が両電極に対してほぼ平行な方向に向く螺旋状態になり，入射光を透過するフォー
カルコニック状態になる。なお，ＶＰ１００の高電圧を印加して，液晶層に強い電界を生
じさせた後に，緩やかに電界を除去しても，コレステリック液晶をフォーカルコニック状
態にすることができる。
【００６３】
　上記の原理により，表示パネルでは透明電極が交差する画素においてプレーナ状態（反
射状態）かフォーカルコニック状態（透過状態）かにすることで，所望の画像を形成する
ことができる。また，フィルタパネルでも透明電極間の液晶層をプレーナ状態（反射状態
，非表示状態）か，フォーカルコニック状態（透過状態，表示状態）にすることができる
。
【００６４】
　図８は，本実施の形態における液晶表示パネルの駆動データの駆動波形の一例を示す図
である。図８（ａ）は，コレステリック液晶をプレーナ状態に駆動するための駆動波形で
あり，図８（ｂ）は，コレステリック液晶をフォーカルコニック状態に駆動するための駆
動波形である。図８（ａ）および図８（ｂ）において，データ電極駆動回路３０から出力
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されるデータ信号の電圧波形Ｖｄと，走査電極駆動回路３１から出力される走査信号の電
圧波形Ｖｓと，両電圧Ｖｄ，Ｖｓの印加により各ピクセルに印加される印加電圧波形Ｖｌ
ｃとを示している。また，図の左から右は時間経過に，図の上下方向は電圧に対応してい
る。
【００６５】
　ここで，Ｇ表示パネルの第１列目のデータ電極と第１行目の走査電極との交差部のピク
セルに所定の電圧を印加する場合を例にして説明する。
【００６６】
　第１に，プレーナ状態への書き込みについて説明する。図８（ａ）に示すように，第１
行目の走査電極Ｓ１が選択される選択期間Ｔ１の前半の約１／２の期間では，データ信号
電圧Ｖｄが＋３２Ｖとなるのに対し走査信号電圧Ｖｓが０Ｖとなり，後半の約１／２の期
間では，データ信号電圧Ｖｄが０Ｖとなるのに対し走査信号電圧Ｖｓが＋３２Ｖとなる。
このため，ピクセルの液晶層には，印加電圧Ｖｌｃに示すとおり，選択期間Ｔ１の間に±
３２Ｖのパルス電圧が印加される。
【００６７】
　上記のように，ピクセルの液晶層への印加電圧Ｖｌｃ，±３２Ｖは，図７に示す高電圧
ＶＰ１００に対応する。図７に示すように，コレステリック液晶に所定の高電圧ＶＰ１０
０（例えば，３２Ｖ）が印加されて強い電界が生じると，液晶分子の螺旋構造は完全にほ
どけ，全ての液晶分子が電界の向きに従うホメオトロピック状態になる。従って，Ｂピク
セル（１，１）のＢ用液晶層の液晶分子は選択期間Ｔ１では，ホメオトロピック状態にな
る。
【００６８】
　次に，図８（ａ）において，選択期間Ｔ１が終了して非選択期間Ｔ２になると，第１行
目の走査電極Ｓ１には，例えば＋２８Ｖおよび＋４Ｖの走査信号電圧Ｖｓが非選択期間Ｔ
２の前半と後半の１／２の周期でそれぞれ印加される。一方，１列目のデータ電極Ｄ１に
は，所定のデータ信号電圧Ｖｄが印加される。このデータ信号電圧Ｖｄは，２列目のデー
タ電極Ｄ２への書き込み電圧であるが，それに対応する走査電極Ｓ１の走査信号電圧Ｖｓ
はデータ信号電圧Ｖｄと同相になっている。その結果，ピクセルの液晶層には，非選択期
間Ｔ２の間に±４Ｖのパルス電圧Ｖｌｃが印加される。これにより，非選択期間Ｔ２の間
では，Ｂピクセル（１，１）のＢ用液晶層に生じる電界はほぼゼロになる。
【００６９】
　図７において，液晶印加電圧Ｖｌｃが高電圧ＶＰ１００（±３２Ｖ）で液晶分子がホメ
オトロピック状態から，当該液晶印加電圧が低電圧ＶＦ０（±４Ｖ）に急激に変化して電
界がほぼゼロになると，液晶分子は螺旋軸が両電極に対してほぼ垂直な方向に向く螺旋状
態になり，螺旋ピッチに応じた光を選択的に反射するプレーナ状態になる。従って，ピク
セルの液晶層は光を反射して，ピクセル（１，１）は緑を表示する。
【００７０】
　第２に，フォーカルコニック状態への書き込みについて説明する。図８（ｂ）に示すよ
うに，選択期間Ｔ１の前半の約１／２の期間及び後半の約１／２の期間で，データ信号電
圧Ｖｄが２４Ｖ／８Ｖとなるのに対し，走査信号電圧Ｖｓが０Ｖ／＋３２Ｖとなる。つま
り，走査信号電圧Ｖｓは図８（ａ）と同じであるが，データ信号電圧Ｖｄが小さい。この
結果，ピクセルの液晶層には，±２４Ｖのパルス電圧Ｖｌｃが印加される。この±２４Ｖ
が図７の低電圧ＶＦ１００ｂに対応する。
【００７１】
　図７に示すように，コレステリック液晶に所定の低電圧ＶＦ１００ｂ（例えば，２４Ｖ
）が印加されて弱い電界が生じると，液晶分子の螺旋構造が完全には解けない状態になる
。
【００７２】
　次に，非選択期間Ｔ２になると，第１行目の走査電極Ｓ１には，例えば＋２８Ｖ／＋４
Ｖの走査信号電圧Ｖｓが選択期間Ｔ１の１／２の周期で印加され，データ電極Ｄ１には，
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所定のデータ信号電圧（例えば＋２４Ｖ／８Ｖ）Ｖｄが選択期間Ｔ１の前半と後半の１／
２の周期で印加される。このデータ信号電圧Ｖｄは，例えば２列目の走査電極Ｄ２に書き
込みをするための電圧である。上記走査信号電圧Ｖｓとデータ信号電圧Ｖｄの印加により
，Ｂピクセル（１，１）のＢ用液晶層には，非選択期間Ｔ２の間に，－４Ｖ／＋４Ｖのパ
ルス電圧Ｖｌｃが印加される。これにより，非選択期間Ｔ２の間では，ピクセルの液晶層
に生じる電界はほぼゼロになる。
【００７３】
　図７において，液晶印加電圧Ｖｌｃが低電圧ＶＦ１００ｂ（±２４Ｖ）で液晶分子の螺
旋構造が完全には解けない状態から，印加電圧ＶｌｃがＶＦ０（±４Ｖ）に変化して急激
に電界がほぼゼロになると，液晶分子は螺旋軸が両電極に対してほぼ平行な方向に向く螺
旋状態になり，入射光を透過するフォーカルコニック状態になる。従って，ピクセルの液
晶層は光を透過するので，光吸収層１３により黒色が表示される。
【００７４】
　なお，図７に示すように，ＶＰ１００（Ｖ）の電圧を印加して，液晶層に強い電界を生
じさせた後に，緩やかに電界を除去しても，コレステリック液晶はフォーカルコニック状
態にすることができる。
【００７５】
　図８において，各選択期間Ｔ１と非選択期間Ｔ２とでそれぞれ逆相パルスを印加する理
由は，液晶層の劣化を防止するためであり，液晶層の駆動方式としては一般的である。ま
た，図８（ａ）において，非選択期間Ｔ２でデータ信号電圧Ｖｄが＋２４Ｖ／８Ｖになっ
たとしても，印加電圧Ｖｌｃは＋４Ｖ／－４Ｖになり，ピクセルは同様に実質的に電界ゼ
ロになる。同様に，図７（ｂ）において，非選択期間Ｔ２でデータ信号電圧Ｖｄが＋３２
Ｖ／０Ｖになったとしても，印加電圧Ｖｌｃは－４Ｖ／＋４Ｖになり，ピクセルは同様に
実質的に電界ゼロになる。つまり，非選択期間Ｔ２では，走査信号電圧Ｖｓをデータ信号
電圧Ｖｄと同相にし且つその電圧値を＋２８Ｖ／４Ｖにして，データ信号電圧Ｖｄがとり
うる２種類の電圧（＋３２Ｖ／０Ｖ，＋２４Ｖ／８Ｖ）のいずれになっても，ピクセルへ
の印加電圧Ｖｌｃが±４Ｖとなるようにしている。
【００７６】
　上記駆動電圧と駆動方法は一例であり，室温で，両電極間に３０～３５Ｖのパルス状電
圧を実効時間２０～１００ｍｓ印加すると，液晶層のコレステリック液晶は選択反射状態
（プレーナ状態）となり，１５～２２Ｖのパルス状の電圧を実効時間２０～１００ｍｓ印
加すると，良好な透過状態（フォーカルコニック状態）となる。
【００７７】
　第１行から第ｎ行までの走査電極を線順次で駆動させて１行毎に各データ電極のデータ
電圧を書き換えることにより，マトリクス状の全てのピクセルに表示データを書き込み１
フレーム（表示画面）分の画像表示が実現できる。なお，コレステリック液晶に中間的な
強さの電界を与え，急激に当該電界を除去すると，プレーナ状態とフォーカルコニック状
態とが混在した中間調となり，フルカラーの表示が可能となる。
【００７８】
　図９は，フィルタパネルのドライバ回路による駆動波形を示す図である。図９には，フ
ィルタドライブ制御回路８０がドライバ回路７８に与える電圧切換信号８２とドライバ出
力ＯＮ／ＯＦＦ信号８４と，ドライバ回路７８がフィルタパネルの透明電極間に印加する
駆動電圧Ｖｐとが示されている。
【００７９】
　電圧切換信号８２がＨレベルの時に，ドライバ出力ＯＮ／ＯＦＦ信号８４がＨレベルの
間，フィルタパネル１４の透明電極間に低い電圧±２４Ｖの駆動電圧Ｖｐが印加され，そ
の後印加電圧ゼロにされる。これにより，フィルタパネル１４の液晶層はフォーカルコニ
ック状態（透明状態）になる。その結果，表示パネル１１の緑の画像が視認可能になる表
示状態になる。
【００８０】
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　一方，電圧切換信号８２がＬレベルの時に，ドライバ出力ＯＮ／ＯＦＦ信号８４がＨレ
ベルの間，フィルタパネル１４の透明電極間に高い電圧±３２Ｖの駆動電圧Ｖｐが印加さ
れ，その後印加電圧ゼロにされる。これにより，フィルタパネル１４の液晶層はプレーナ
状態（反射状態）になる。その結果，表示パネル１１の緑の画像にフィルタパネル１４か
らの全面緑の光が重なり，画像が視認不能になる非表示状態になる。
【００８１】
　本実施の形態では，液晶層の色調が緑色の例を説明したが，当該色調が青色系，赤色系
，シアン系等であっても良い。また，本例では，表示部の駆動にマトリクス状電極を用い
たパッシブ駆動を用いたが，ＴＦＴなどを用いるアクティブ駆動，光導電層を用いる光書
き込み方式、あるいはセグメント表示方式などを用いることもできる。
【００８２】
　また，本実施の形態では，表示パネルの全面をフィルタパネルで覆っているが，一部の
領域のみにフィルタパネルを設ける，あるいは，フィルタパネルの一部のみ透明電極を設
けることもできる。それにより，表示パネルの一部を表示／非表示の切り替えを行い，他
の部分を常に表示状態とすることもできる。
【００８３】
　〔第２の実施の形態〕
　図１０は，第２の実施の形態における表示装置の断面図である。この表示装置は，青（
Ｂ）の表示パネル１０，緑（Ｇ）の表示パネル１１，赤（Ｒ）の表示パネル１２と，緑（
Ｇ）のフィルタパネル１４とが積層されている。Ｇのフィルタパネル１４の積層位置は表
示パネル１０，１１，１２のいずれの位置でも良い。各表示パネル１０，１１，１２は，
上下の透明基板と，それに設けられた複数のデータ電極，走査電極と，それらの間の液晶
層とを有する構成であり，Ｇのフィルタパネル１４は，上下の透明基板とベタの透明電極
とそれらの間の液晶層とを有する構成である。
【００８４】
　図１０の第２の実施の形態の表示装置では，機密情報と非機密情報とを混在させて表示
することができ，フィルタパネル１４を反射状態にすると非機密情報は表示したまま機密
情報のみを非表示状態にすることができる。
【００８５】
　図１１は，第２の実施の形態の表示装置における通常表示状態と機密情報非表示状態の
例を示す図である。「ＡＢＣＤＥ」が非機密情報，「ＶＷＸＹＺ」が機密情報とする。こ
の表示装置では，非機密情報の画像「ＡＢＣＤＥ」のデータは白で作成され，機密情報の
画像「ＶＷＸＹＺ」のデータは緑で作成される。その結果，非機密情報「ＡＢＣＤＥ」は
ＲＧＢの表示パネル全てにプレーナ状態（反射状態）で書き込まれ，機密情報「ＶＷＸＹ
Ｚ」はＧの表示パネルのみにプレーナ状態で書き込まれる。よって，Ｇのフィルタパネル
１４をフォーカルコニック状態（透過状態）にした通常表示状態（Ａ）では，黒地１００
に非機密情報「ＡＢＣＤＥ」は白で，機密情報「ＶＷＸＹＺ」は緑でそれぞれ表示される
。また，Ｇのフィルタをプレーナ状態（反射状態）にした機密情報隠蔽表示状態（Ｂ）で
は，緑地１０２に非機密情報「ＡＢＣＤＥ」が白色で表示され，機密情報「ＶＷＸＹＺ」
は非表示状態になる。
【００８６】
　〔第３の実施の形態〕
　図１２は，第３の実施の形態における表示装置の断面図である。この表示装置は，青（
Ｂ），緑（Ｇ），および赤（Ｒ）用のコレステリック液晶を用いた液晶表示パネル１０，
１１，１２と，Ｂ，Ｇ，Ｒのフィルタパネル１５，１４，１６とを積層した構成を有する
。表示側から，Ｂ色フィルタパネル１５，Ｂ色表示パネル１０，Ｇ色フィルタパネル１４
，Ｇ色表示パネル１１，Ｒ色フィルタパネル１６，Ｒ色表示パネル１２が積層されており
，Ｒ色表示パネルの表示側から遠い側に光吸収層１３を有する。Ｇ色表示パネル１１およ
びＧ色フィルタパネル１４は，第１の実施の形態と同じである。また，Ｂ色表示パネル１
０及びＢ色フィルタパネル１５は，Ｂ色用液晶層を有し，Ｒ色表示パネル１２，Ｒ色フィ
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ルタパネル１６は，Ｒ色用液晶層を有し，それ以外の構成はＧ色表示パネル１１およびＧ
色フィルタパネル１４と同じである。なお，各パネルの積層順は，この例に限定されるも
のではなく，任意の順番に積層することができる。ただし，光吸収層１３は最下層の基板
に設けられている。
【００８７】
　本実施の形態では，Ｒ，Ｇ，Ｂ色表示パネル１０，１１，１２にてカラー画像の表示を
行うと共に，Ｒ，Ｇ，Ｂ色フィルタパネル１５，１４，１６のそれぞれを個別または同時
に透過状態と反射状態とに切り替えることにより，特定の表示パネルにのみ書き込んだ特
定情報の表示／非表示を切り替えることができる。
【００８８】
　図１３は，第３の実施の形態の表示装置における通常表示状態と機密情報非表示状態の
例を示す図である。図１１と同様に，「ＡＢＣＤＥ」が非機密情報，「ＶＷＸＹＺ」が機
密情報とする。機密情報「ＶＷＸＹＺ」を赤色，非機密情報「ＡＢＣＤＥ」を黒で作成し
たドキュメントを表示すると，機密情報「ＶＷＸＹＺ」が、Ｂ，Ｇ表示パネル１０，１１
が透過状態、かつ、Ｒ表示パネル１２にのみ反射状態で書き込まれ，非機密情報「ＡＢＣ
ＤＥ」が，Ｂ，Ｇ，Ｒ色表示パネル１０，１１，１２全てに透過状態で書き込まれる。そ
の結果，Ｒ，Ｇ，Ｂのフィルタパネルがすべて透過状態になる通常表示状態（Ａ）では，
白地２００に非機密情報「ＡＢＣＤＥ」が黒で表示され，機密情報「ＶＷＸＹＺ」が赤で
表示されて，すべての情報が閲覧可能になる。
【００８９】
　一方，Ｂ，Ｇフィルタ１５，１４を反射状態に切り替えて機密情報非表示状態（Ｂ）に
すると，白地２０２に非機密情報「ＡＢＣＤＥ」がシアン色
で表示され，機密情報「ＶＷＸＹＺ」が閲覧不可になり，公開可能情報のみ閲覧可の状態
になる。また，Ｂ，Ｇ，Ｒ色フィルタパネルをすべて反射状態に切り替えると，すべての
情報を閲覧不可にでき，情報作成時の色指定だけで情報の表示／非表示をコントロールす
ることができる。例えば，Ａグループに公開する情報をＢ色，Ｂグループに公開する情報
をＧ色，Ｃグループに公開する情報をＲ色で作成すると，各グループの表示装置ごとに，
Ｂ，Ｇ, R色フィルタ部を独立に駆動することにより，異なる情報を容易に配信仕分ける
ことも可能である。
【００９０】
　以上のように，第２，第３の実施の形態によれば，機密情報と非機密情報とを混在させ
て表示しながら機密情報のみを非表示状態にすることができ，ユーザの利便性を高めるこ
とができる。なお、ＢとＧ，ＢとＲ，ＧとＲの２色、あるいは、Ｒ，Ｇ，Ｙ，Ｒ色等の４
色以上の構成も同様に可能である。
【００９１】
　以上の実施の形態をまとめると，次の付記のとおりである。
【００９２】
　（付記１）
　第１の電極が設けられた第１の基板と，第２の電極が設けられた第２の基板と，前記第
１及び第２の基板間に形成され、書き込み状態に応じて所定の波長の光を反射または透過
して画像を表示する第１の液晶層とを有する表示パネルと，
　前記表示パネルに積層され，第３の電極が設けられた第３の基板と，第４の電極が設け
られた第４の基板と，前記第３及び第４の基板間に形成され書き込み状態に応じて前記所
定の波長の光を反射または透過する第２の液晶層とを有するフィルタパネルと,
　前記表示パネル及びフィルタパネルのうち外光側から最も遠い基板側に設けられた光吸
収層とを有し，
　前記表示パネルの前記画素が形成された表示領域の少なくとも一部領域に前記フィルタ
パネルの第２の液晶層が重なるように構成され，
　さらに，前記第３，第４の電極間に電圧を印加するフィルタ駆動回路と，
　前記フィルタ駆動回路にフィルタ用電圧を供給するフィルタ電圧回路とを有することを
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特徴とする液晶表示装置。
【００９３】
　（付記２）
　付記１において，
　第１，第２，第３の色の波長の光をそれぞれ反射または透過する第１，第２，第３の前
記表示パネルが積層され，
　前記光吸収層が前記第１，第２及び第３の表示パネル，および前記フィルタパネルのう
ち最下層の表示パネルの第２の基板側に設けられ，
　前記フィルタパネルは，前記第１，第２または第３の色の波長の光のいずれかを反射ま
たは透過することを特徴とする液晶表示装置。
【００９４】
　（付記３）
　付記２において，
　機密情報が前記フィルタパネルと同じ波長の光を反射または透過する第１，第２または
第３の表示パネルに書き込まれ，前記フィルタパネルを反射状態にして前記機密情報の表
示が隠蔽され，前記フィルタパネルを透過状態にして前記機密情報の表示が行われること
を特徴とする液晶表示装置。
【００９５】
　（付記４）
　付記１において，
　第１，第２，第３の色の波長の光をそれぞれ反射または透過する第１，第２，第３の前
記表示パネルが積層され，
　第１，第２，第３の色の波長の光をそれぞれ反射または透過する第１，第２，第３の前
記フィルタパネルが積層されていることを特徴とする液晶表示装置。
【００９６】
　（付記５）
　付記４において，
　前記第１，第２，第３の表示パネルのいずれか１つ，２つまたは３つに機密情報が書き
込まれ，
　前記第１，第２，第３のフィルタパネルのいずれか１つ，２つまたは３つが反射状態に
されて前記機密情報の表示が隠蔽されることを特徴とする液晶表示装置。
【００９７】
　（付記６）
　付記１において，
　前記第１，第２の電極をそれぞれ駆動する第１，第２の表示駆動回路と，前記第１，第
２の駆動回路の駆動制御を行う表示駆動制御回路と，前記第１，第２の表示駆動回路に表
示駆動電圧を供給する表示電圧回路とを有する表示駆動ユニットに，前記表示パネルが着
脱可能に構成されていることを特徴とする液晶表示装置。
【図面の簡単な説明】
【００９８】
【図１】コレステリック液晶を用いたフルカラー表示可能な液晶表示装置の断面構成を示
す図である。
【図２】コレステリック液晶を用いた液晶表示装置の表示原理を示す図である。
【図３】赤，緑，青の反射スペクトルを示す図である。
【図４】第１の実施の形態における表示装置の断面図である。
【図５】本実施の形態における表示パネルの駆動回路の構成図である。
【図６】本実施の形態におけるフィルタパネルの駆動回路の構成図である。
【図７】本実施の形態におけるコレステリック液晶の電圧－反射率特性の一例を示す図で
ある。
【図８】本実施の形態における表示パネルの駆動波形の一例を示す図である。
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【図９】本実施の形態におけるフィルタパネルの駆動波形の一例を示す図である。
【図１０】第２の実施の形態における表示装置の断面図である。
【図１１】第２の実施の形態の表示装置における通常表示状態と機密情報非表示状態の例
を示す図である。
【図１２】第３の実施の形態における表示装置の断面図である。
【図１３】第３の実施の形態の表示装置における通常表示状態と機密情報非表示状態の例
を示す図である。
【符号の説明】
【００９９】
１１：表示パネル
１４：フィルタパネル
１０，１１，１２：Ｂ，Ｇ，Ｒ表示パネル
１５，１４，１６：フィルタパネル

【図１】 【図２】



(17) JP 2009-25439 A 2009.2.5

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】



(18) JP 2009-25439 A 2009.2.5

【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】



(19) JP 2009-25439 A 2009.2.5

【図１１】 【図１２】

【図１３】



(20) JP 2009-25439 A 2009.2.5

10

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   Ｇ０２Ｆ   1/1335   (2006.01)           Ｇ０９Ｇ   3/20    ６８０Ｅ          ５Ｃ０８０
   　　　　                                Ｇ０２Ｆ   1/133   ５５０　          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０２Ｆ   1/139   　　　　          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０２Ｆ   1/1335  ５２０　          　　　　　

Ｆターム(参考) 2H091 FA14Y GA03  GA11  GA12  HA09  HA11  LA15  LA16 
　　　　 　　  2H093 NA16  NC02  NC29  ND17  NE07  NF09  NF14 
　　　　 　　  5C006 AA02  AA22  AB05  AF36  AF45  AF53  BA11  BB11  BB28  FA03 
　　　　 　　  5C080 AA10  BB05  CC03  DD30  EE26  EE30  JJ01  JJ02  JJ04  JJ05 
　　　　 　　        JJ06 



专利名称(译) 表示装置

公开(公告)号 JP2009025439A 公开(公告)日 2009-02-05

申请号 JP2007186687 申请日 2007-07-18

[标]申请(专利权)人(译) 富士通株式会社

申请(专利权)人(译) 富士通株式会社

[标]发明人 綿貫恒夫

发明人 綿貫 恒夫

IPC分类号 G02F1/1347 G09G3/36 G09G3/20 G02F1/133 G02F1/139 G02F1/1335

FI分类号 G02F1/1347 G09G3/36 G09G3/20.642.J G09G3/20.660.R G09G3/20.612.U G09G3/20.680.E G02F1
/133.550 G02F1/139 G02F1/1335.520

F-TERM分类号 2H088/GA03 2H088/GA17 2H088/HA06 2H088/HA12 2H088/HA21 2H088/JA09 2H088/JA14 2H088
/MA20 2H089/HA21 2H089/HA27 2H089/HA28 2H089/HA32 2H089/QA16 2H089/RA07 2H089/RA11 
2H089/TA12 2H091/FA14Y 2H091/GA03 2H091/GA11 2H091/GA12 2H091/HA09 2H091/HA11 2H091
/LA15 2H091/LA16 2H093/NA16 2H093/NC02 2H093/NC29 2H093/ND17 2H093/NE07 2H093/NF09 
2H093/NF14 5C006/AA02 5C006/AA22 5C006/AB05 5C006/AF36 5C006/AF45 5C006/AF53 5C006
/BA11 5C006/BB11 5C006/BB28 5C006/FA03 5C080/AA10 5C080/BB05 5C080/CC03 5C080/DD30 
5C080/EE26 5C080/EE30 5C080/JJ01 5C080/JJ02 5C080/JJ04 5C080/JJ05 5C080/JJ06 2H189/AA30 
2H189/AA32 2H189/AA33 2H189/CA36 2H189/HA16 2H189/JA17 2H189/KA01 2H189/KA02 2H189
/KA17 2H189/KA18 2H189/LA08 2H189/MA13 2H191/FA13Z 2H191/FD04 2H191/FD07 2H191/FD41 
2H191/GA01 2H191/GA05 2H191/GA17 2H191/GA18 2H191/GA19 2H191/GA20 2H191/GA23 2H191
/HA10 2H191/KA01 2H191/KA05 2H191/KA10 2H191/LA19 2H191/LA40 2H191/MA10 2H193/ZA22 
2H193/ZA37 2H193/ZA38 2H193/ZA39 2H193/ZB34 2H193/ZB42 2H193/ZB51 2H193/ZC20 2H193
/ZC39 2H193/ZD11 2H193/ZD22 2H193/ZE18 2H193/ZE20 2H193/ZF02 2H193/ZF04 2H193/ZF16 
2H193/ZQ08 2H193/ZQ10 2H193/ZQ19 2H193/ZR12 2H291/FA13Z 2H291/FD04 2H291/FD07 2H291
/FD41 2H291/GA01 2H291/GA05 2H291/GA17 2H291/GA18 2H291/GA19 2H291/GA20 2H291/GA23 
2H291/HA10 2H291/KA01 2H291/KA05 2H291/KA10 2H291/LA19 2H291/LA40 2H291/MA10

代理人(译) 土井健治

其他公开文献 JP5125276B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

提供一种能够隐藏机密信息的液晶显示装置。 设置有第一电极的第一基
板，设置有第二电极的第二基板以及形成在第一基板和第二基板之间并
且根据写入状态具有预定尺寸的第一基板和第二基板。 一种显示面板，
其具有反射或透射波长为1的光以显示图像的第一液晶层，层叠在该显示
面板上并具有第三电极的第三基板和第四电极 一种滤光板，具有设置有
第二液晶层的第四基板，该第四基板形成在第三基板和第四基板之间，
并根据写入状态反射或透射预定波长的光， 设置在基板的最远离面板和
滤光器面板的外部光侧的一侧上的光吸收层，以及在形成有显示面板的
像素的显示区域的至少一部分中的滤光器面板的第二区域。 液晶层被配
置为重叠，并且使用在第三电极和第四电极之间施加电压的滤波器驱动
电路。 滤波器电压电路将滤波器电压提供给滤波器驱动电路。 [选择图]
图4

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/3c83aba4-3a7e-4cb4-a9b4-73f105965753
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/040397313/publication/JP2009025439A?q=JP2009025439A



